
 

 

令和３年度 学校評価報告書 実施結果 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月４日実施） 

総合評価（３月 23 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒が主体的

に学習に取り

組み、分かる

ことが実感で

きるような、

組織的な授業

改善を推進す

る。 

 

 

 

 

 

②外部の教育資

源を活用した

幅広い教育活

動を展開す

る。 
 
 
 

①組織的な授業
改善をさらに
進め、全体の
教育力を向上
させる。学び
直しを通じて
生徒の基礎学
力 を 定 着 さ
せ、主体的に
学ぶ姿勢を身
に 付 け さ せ
る。 
 

 
②地域の教育機
関の人材資源
を活用し、多
彩な教育活動
を展開する。 

①総合学科のメリ

ットを活かし、

生徒が主体的に

学びたい科目を

選択し、興味・

関心や進路希望

等に応じた学習

を可能にする。 

 

 

 

 

 

②地域に在住する

経験豊かな人材

や地域の様々な

校種と連携した

教育活動を実施

する。 

①生徒の授業へ

の参加率を向

上させ、生徒

による授業評

価の項目「で

きるようにな

った実感」を

向上させた

か。 

 

 

 

 
②地域の教育資
源と連携した
科目を設定
し、生徒が意
欲的に取り組
んだか。 

①生徒による授業
評価では、「で
きるようになっ
た充実感」の項
目ですべての教
科で 3.0 以上の
評価を得た。生
徒一人ひとりの
ニーズに応じて
個別対応授業を
実施した。 

  
 
②専門学校等と連
携してガイダン
スを実施して生
徒たちの進路意
識の向上を図っ
た。 

①個人面談等を実
施してどのよう
な支援が必要か
引き続き確認す
る必要がある。 

 
 
②生徒数の減少及
び新型コロナウ
イルス流行のた
め活動が非常に
制 限 さ れ て い
る。今後オンラ
インを利用した
講演会等を検討
する。 

① 引き続き総合学科の特
徴を生かしたカリキュ
ラムの編成を行い、生
徒の興味関心を喚起
し、総合学科の魅力を
さらにアピールしてほ
しい。 

② 授業アンケートは授業
の進め方等において高
い評価となっている。
また、自分の考えを広
め深めることについて
も高い評価を得てい
る。授業改善が確実に
行われていると評価で
きる。 

① 生徒による授業評価では授業
に対する項目では 3.0 以上の
比較的高い評価を受けている
反面、自己に対する評価で 2
点台の教科も有り、概して授
業に対する評価よりも低い数
値となっている。今後生徒た
ちの自己肯定感を高める取組
が必要である。 

② 今年度卒業生 12 名のうち進
路未決定で卒業したものは 2
名だけであった。専門学校と
連携したガイダンスは生徒た
ちの視野を広げるのに役立っ
ていると考えられる。一方、
生徒数の減少に伴って希望す
る分野に関する選択肢を与え
てのガイダンスが限界に近く
なっていることが課題であ
る。 

① スクールソーシャルワーカー
やスクールカウンセラーなど
と連携して、生徒たちの自己
肯定感を高めるための研修会
等を実施し、魅力と特色を実
感できるよりよい教育課程の
工夫と改善に取り組む。 
 

② 生徒の進路と科目選択とのミ
スマッチを避けることは、授
業へ取り組む意欲を向上させ
る大きな要因である。外部人
材活用を視野に入れながら連
携を強化し、充実した教育活
動を展開させる。また、生徒
確保のためにも一定数以上の
入学者を確保できるように、
広報活動のさらなる工夫と強
化に努める。 

２ 生徒指導・支援 

①一人ひとりの

生徒の状況掌

握と情報共有

によるきめ細

かな指導体制

を推進する。 

 

 

 

②自己肯定感の

醸成による問

題行動の未然

防止に努め

る。 
 
 
 

①生徒一人ひと

りを取り巻く

環境や課題を

的確に把握し

て解決にあた

る。 
 
 
 
②研修やケース
会議を行い、
支援のあり方
について職員
の共通理解を
深める。ま
た、生徒一人
ひとりの自己
肯定感の醸成
に向け、個に
応じた対応を
していく。 

 
 
 
 
 
 
 
 

①授業や面談等で

生徒の教育的ニ

ーズを的確に把

握し、きめ細や

かな支援を行

う。 

 

 

 

②職員研修を充実

させ、教職員一

人ひとりが生徒

理解、支援につ

ながる知識を深

めることで、

個々の生徒の特

性を把握し職員

間での情報共有

を図る。ケース

会議や研修の実

施により、スク

ールカウンセラ

ー等の専門家や

関係機関との連

携を図る。 
 

①支援の必要な

生徒に対して

は「個別の生

徒支援シー

ト」を作成し

活用ができた

か。 

 

 

②生徒の教育的

ニーズに対応

したケース会

議や研修を定

期的に開催

し、支援方針

を全職員に周

知することで

個に応じた支

援をすること

ができたか。 
 

①授業や面談等を

通して保護者、

生徒の教育的ニ

ーズを把握し、

「個別の生徒支

援シート」を作

成した。 
 
 

②毎月、教育相談

コーディネータ

ー会議を実施

し、個に応じた

支援を考えるこ

とができた。ま

た、発達に課題

のある生徒に対

する支援につい

ての研修を行っ

た。専門家が参

加したケース会

議を行い、本校

の支援体制につ

いて検討した。 

 
 

①「個別の生徒支

援シート」を作

成するだけでな

く、このシート

を活用して個に

応じた支援を充

実させていく。 

 

 

②教育相談コーデ

ィネーター会議

や研修会等で生

徒が抱える困り

や支援策を共有

したが、共有だ

けにとどまら

ず、生徒一人ひ

とりに対する支

援が充実するよ

うに教員のスキ

ルアップに努め

る。また、本校

の支援に対する

課題を明確にす

る必要がある。 

① 多様な生徒や保護者の
教育的ニーズを把握し
「個別の生徒支援シー
ト」など学校として丁
寧で手厚い支援体制を
つくられていること
は、大いに評価でき
る。 

 
 
② コロナの影響等で心身

に不安を抱える生徒の
ためのケアを引き続き
お願いしたい。 

① 授業や面談等を通して保護
者、生徒の教育的ニーズを把
握し、「個別の生徒支援シー
ト」を作成するなど学校支援
体制を構築した。 

 
 
 

 
 

② 毎月、教育相談コーディネー
ター会議を実施し、個に応じ
た支援を考えることができ
た。また、発達に課題のある
生徒に対する支援についての
研修も行った。専門家が参加
したケース会議を行い、持続
可能な本校の支援体制の構築
について検討した。コロナの
影響等で心身に不安を抱える
生徒の心理的ケアを含め、職
員が入れ替わっても継続的な
支援を行っていくことが課題
である。 

① 「個別の生徒支援シート」を
作成するだけでなく、このシ
ートを活用して、個に応じた
支援を充実させていくために
スクールカウンセラー、スク
ールソーシャルワーカー、外
部の専門家なども含め、引き
続きケース会議を定期的に行
っていく。 

 
 
② 教育相談コーディネーター会

議や研修会等で、生徒が抱え
る困りや支援策を共有した
が、次年度は共有だけにとど
まらず、スクールカウンセラ
ーに生徒一人ひとりに対する
困りを見立ててもらい、支援
を検討する。本校の支援に対
する課題を明確にし、具体的
な支援方針を立てることによ
って校内支援体制の確立を目
指す。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月４日実施） 

総合評価（３月 23 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①一人ひとりが

必要とする情

報を提供し、

進路意識を向

上させ、目標

を達成するた

めの基本的な

学力を向上さ

せる。 

 

 

 

 

② 社会人とし

ての自覚を

身に付けさ

せ、望まし

い勤労観を

醸成する。 

 

 
 
 
 
 

①基礎学力をつ

けることによ

って選択肢を

広げ、自らの

目標を設定し

それに向けて

努力する姿勢

を身に付けさ

せる。 

 

 

②社会人として

必要なコミュ

ニケーション

能力やマナー

を身につけ、

働くことの意

義を理解でき

るようにす

る。 

①ティームティー

チングや学習支

援員を活用した

効果的な教科指

導を行うこと

で、基礎学力を

身に付け進路希

望の実現を目指

す。 

 

 

②ハローワークと

の連携や、「産

業社会と人間」

「職業一般」の

授業を通して労

働法やマナーを

指導することで 

働く意義を理

解させる。 

①ティームティ

ーチングや学

習支援員を活

用することで

基礎学力を身

に付けさせる

ことができた

か。 

 

 

 

②ハローワーク

と密に連携を

取り、適切な

情報を提供す

ることとマナ

ーやコミュニ

ケーション能

力を指導する

ことで、就職

活動を充実さ

せることがで

きたか。 
 

① ①基礎学力を習得         

②  し、進路を実現  

③  するためにティ 

④  ームティーチン 

⑤  グを行い、学習 

⑥  支援員を活用し 

⑦  た。 

 

 
 
 
 
② 「産業社会と

人間」「職業
一般」「課題
研究」の授業
を通して労働
法やマナーを
指導した。 

①まん延防止等重
点措置の発令と
共に学習支援員
の来校ができな
くなったが今後
リモートで支援
を実施する等の
可能性を検討す
る。 

 
 
 
 
②新型コロナウイ
ルス感染拡大防
止の観点から外
部との連携が制
限されたが、外
部の人材をオン
ラインで活用す
る方法等を検討
する。 

① 大学や専門学校への進
学と、就職ともに成果
が上がっている。指導
の成果である。 

① 新型コロナウイルス感染拡大
防止のために学習支援員の来
校ができない時期があった
が、ティームティーチングを
実施し学習支援員等を活用し
た結果、きめ細かい教科指導
をすることができた。 
 
 
 

② 授業を通じてマナー等を指導
した結果、生徒たちが自信を
持って就職試験に臨むことが
できた。新型コロナウイルス
感染拡大防止のために外部の
人材の活用が制限されたが、
１・2 年次を対象に職業適性
検査を実施し、客観的なデー
タもとに生徒自身の適正を知
るきっかけとなった。 
 

① 今後を見据え、これからは対
面だけにたよらずオンライン
による外部人材活用での講演
や支援を受けられる機会を増
やし、生徒の進路希望先のオ
ンライン説明会への参加やオ
ンライン出願等、新たな受験
形態に対応する具体的な指
導・支援等を行う。 

 
② 1 年次から、生徒個々の適正

に合わせて主体的に取り組め
るマナー等の基礎・基本の学
習課題に取り組ませ、卒業年
次に至るまでに、生徒一人ひ
とりが意欲的に進路実現に向
けて取り組めるよう、全職員
で具体的な学習課題を準備し
支援体制を構築する。 

４ 地域等との協働 

①保護者や近隣
地域との協力
体制を推進
し、教育活動
を積極的に外
部に発信す 
る。 

 
 
 

①地域清掃等の

地域貢献活動

によって、近

隣地域に信頼

される取組を

進める。 

 
 

①地域貢献活動等

の機会に、全生

徒を積極的に参

加させ、地域社

会に貢献できる

人材を育成す

る。 
 

①地域清掃に積

極的に参加

し、地域に貢

献することで

ボランティア

に対する意識

が高まった

か。 

 
 

①新型コロナウイ

ルス感染症対策

を行って、地域

貢献活動等に全

生徒を対象に参

加させた。ま

た、清掃ボラン

ティアも同日に

実施し、ほぼ８

割の生徒が参加

した。 

①今年度も近隣地
域との交流はで
きなかったが職
員や生徒のみで
地域貢献活動や
清掃ボランティ
アを実施するこ
とができた。来
年度、コロナ禍
でもできる地域
貢献活動を検討
する。 

① 今年度もコロナ禍のた
め、様々なイベント等
が自粛や規模の縮小を
余儀なくされることが
多くあり、次年度につ
いても学校行事等はコ
ロナと共存しながら、
実施については慎重に
かつ、前向きに取り組
んでほしい。 

① 今年度も近隣地域との交流は
できなかったが、新型コロナ
ウイルス感染症対策を行っ
て、地域貢献活動等に全生徒
を対象に参加させた。また、
清掃ボランティアも同日に実
施し、ほぼ８割の生徒が参加
した。 

① 来年度は、コロナ禍でもでき
る地域貢献活動を検討し、保
護者や近隣地域との連携・協
力体制を構築し、さらに推進
していく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①職員の学びあ
いによる人材
育成を推進す
る。 

 
 
 
 
②外部連携によ            
 る総合学科高
校としての充
実を図る。 

 

① 職員構成に

応じた適切

な業務分担

を行うとと

もに、引継

ぎを工夫す

る。 
②外部の教育機
関との連携を
通して、総合
学科高校とし
ての充実した
教育活動を行
う。 

①職員構成に応じ

た適材適所の業

務分担を行い、

事故不祥事を防

止する。 
 
 
②外部の教育機関
と連携した魅力
的な科目を開講
し、充実した教
育活動を展開す
る。 

①業務分担を工

夫することに

よって事故不

祥事をゼロに

することがで

きたか。 

 

②外部の教育機

関と連携した

魅力的な科目

を開講し、充

実した教育活

動を展開でき

たか。 
 

①業務分担を工夫

することによっ

て事故不祥事を

防止した。 
 

 
②アイム湘南理容
美容専門学校の
アイム美容講座
に４名、かなテ
クカレッジ西部
のキャリア支援
講座に１名の生
徒が参加した。 

①成績処理や入試
選抜等について
業務分担をさら
に工夫すること
によって、来年
度も事故不祥事
ゼ ロ を 維 持 す
る。 

 
②生徒数の減少に
よって例年通り
の運営が困難に
なっているので 

 今後の方向性に
ついて検討の必
要がある。 

① 職員構成に応じた適材
適所の業務分担を行い
事故防止に努めている
ことを評価するととも
に引き続き不祥事ゼロ
を維持していただきた
い。 
 

② 生徒数減少の状況にも
かかわらず、継続して
職業キャリア支援講座
等に生徒を参加させて
いることを高く評価す
る。 

① 適材適所の業務分担を行うこ
とで成績処理、入試選抜にお
ける事故不祥事を防止した。
さらに工夫することによって
来年度以降もゼロを維持す
る。 
 

② アイム湘南理容美容専門学校
とかなテクカレッジ西部との
連携講座に参加した生徒は有
意義な学びをすることができ
た。参加者の確保が課題であ
る。 

① 適材適所の業務分担と共に業
務の均分化を進め、事故不祥
事ゼロを維持する。 
 

② 生徒募集を工夫して入学者を
確保すると同時に、面談等を
利用して、生徒を含め保護者
にも本校の連携講座の意義と
魅力を周知 PR し、少人数な
がらも一定程度の参加者の確
保に努める。 

 


